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特 集

寒
河
江
善
秋

　
　
　
56
年
の
軌
跡

　

寒
河
江
さ
ん
は
私
よ
り
９
歳
年
上
の
先

輩
で
、
私
が
農
学
校
を
卒
業
し
て
就
農
し
、

青
年
団
に
入
っ
た
と
き
に
団
長
で
し
た
。

　

農
家
の
二
・
三
男
対
策
の
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
地
域
の
青
年
層
の
自
立
を
促
し

て
い
た
ほ
か
、
広
報
誌
『
吉
島
公
論
』
を

発
行
し
、
地
域
社
会
の
世
論
形
成
を
図
っ

て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
寒
河
江
さ
ん
に
抵
抗
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
尊
敬

し
慕
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
持
ち
前
の
能
力
や
人
を
惹
き
つ
け
る

力
を
発
揮
し
、
山
形
県
連
合
青
年
団
事
務

局
長
、
日
本
青
年
団
協
議
会
副
会
長
と
階

段
を
上
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

東
京
へ
行
か
れ
て
か
ら
は
疎
遠
に
な
り

ま
し
た
が
、
村
に
帰
っ
て
く
る
と
私
た
ち

を
呼
ん
で
東
京
の
話
や
国
際
的
話
題
な
ど

興
味
深
い
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
形
市
に
行
く
際
の
運
転
手
を
何

回
か
し
て
、
１
時
間
半
の
道
中
、
対
話
さ

せ
て
い
た
だ
く
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

  吉島村青年団時代の９歳後輩

舩山　達郎　さん（吉田）

　青年海外協力隊の設立に顧問と
して関わることとなり、事務局の
立ち上げや派遣前の訓練に尽力し
ました。青年海外協力隊発足当時
のあいさつでは、隊員候補生を前
に、自身の子息４人のうち２人は
必ず参加させることを約束。実際
に３人が隊員として各地に赴任し
ました。
　寒河江善秋の名は「青年海外協
力隊の生みの親」の一人として、
今日も語り継がれています。

青年海外協力隊
　生みの親の一人に

　吉島村青年団長を経て、山形県
連合青年団の初代事務局長に就任、
復員軍人や農家の二・三男対策と
して、自立のための職業訓練と技
術取得を目的とした「山形県産業
開発青年隊」を組織。この活動は
のちに国家的な事業として位置付
けられることとなりました。さら
に、県婦人連盟との協力による「公
明選挙運動」を展開するなどの活
動に対し全国から注目が集まり、
日本青年団協議会の副会長に選出
されました。

社会問題を目の当たりに
青年運動に身を投じる

　日本青年団協議会第一回中国訪
問代表団の団長として国交回復前
の中国を訪問し、当時の周恩来首
相らと会談。７０日間にわたって
中国各地を視察し、熱烈な歓迎を
受けました。

民間レベルでの日中交流
の道を開いた

　置賜農学校卒業後、満州拓殖
公 社 に 入 社 し、 満 蒙 開 拓 青 少
年義勇軍の訓練にあたりました。
１９４０年には豊橋陸軍予備士官
学校に入学、幹部訓練を経て将校
となり、部隊を率いて各地を転戦
します。特に、ハルマヘラ島での
戦争体験は過酷を極め、常に生死
の境をさまよい続けるようなもの
でした。
　戦争の記憶は著書『ハルマヘラ
からの生還』に綴られています。

陸軍将校として経験した
過酷な戦争

▶
当
時
の
周
恩
来
首
相（
左
）と

　
乾
杯
す
る
寒
河
江
善
秋（
右
）

１
９
４
７
（
昭
和
22
）

１
９
５
０
（
昭
和
25
）

１
９
５
１
（
昭
和
26
）

１
９
５
３
（
昭
和
28
）

１
９
５
４
（
昭
和
29
）

１
９
５
５
（
昭
和
30
）

１
９
５
６
（
昭
和
31
）

１
９
５
９
（
昭
和
34
）

１
９
６
１
（
昭
和
36
）

１
９
６
３
（
昭
和
38
）

１
９
６
５
（
昭
和
40
）

１
９
６
７
（
昭
和
42
）

１
９
７
０
（
昭
和
45
）

１
９
７
１
（
昭
和
46
）

１
９
７
４
（
昭
和
49
）

１
９
７
５
（
昭
和
50
）

１
９
７
７
（
昭
和
52
）

１
９
８
９
（
平
成
元
）

１
９
２
０
（
大
正
９
）

１
９
３
８
（
昭
和
13
）

１
９
４
０
（
昭
和
15
）

１
９
４
２
（
昭
和
17
）

１
９
４
６
（
昭
和
21
）

吉
島
村
青
年
団
長

山
形
県
連
合
青
年
団
事
務
局
長
、
公
明
選
挙
運

動
を
展
開

全
国
に
先
駆
け
て
山
形
県
産
業
開
発
青
年
隊
運

動
を
実
現

日
本
青
年
団
協
議
会
副
会
長

財
団
法
人
産
業
開
発
青
年
協
会
常
務
理
事

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
視
察

第
一
回
中
国
訪
問
代
表
団
長
と
し
て
訪
中

国
立
中
央
青
年
の
家
運
営
委
員

『
青
年
団
論
』
発
行

核
兵
器
禁
止
平
和
建
設
国
民
会
議
事
務
局
長

文
部
省
社
会
教
育
審
議
会
委
員
（
７
月
）

財
団
法
人
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
理
事

青
年
海
外
協
力
隊
が
発
足

『
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
か
ら
の
生
還
』
発
行

社
団
法
人
日
本
青
年
奉
仕
協
会
常
務
理
事

文
部
省
青
少
年
問
題
審
議
会
専
門
委
員

『
生
き
る
─
見
る
、
出
会
う
、
考
え
る
』
発
行

『
半
遁
世
─
非
凡
を
平
凡
に
生
き
る
』
発
行

『
随
筆
・
評
論 

趣
味
社
会
』
発
行

逝
去

置
賜
農
業
高
等
学
校
脇
の
蓬
田
緑
地
公
園
内
に

句
碑
落
成

吉
島
村
に
生
ま
れ
る

置
賜
農
学
校
（
現
在
の
置
賜
農
業
高
等
学
校
）

卒
業
、
満
州
拓
殖
公
社
入
社

豊
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
入
校

歩
兵
第
五
百
連
隊
第
一
中
隊
入
営
、
陸
軍
歩
兵

少
尉
に
任
官

陸
軍
歩
兵
中
尉
に
任
官
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ハ

ル
マ
ヘ
ラ
島
よ
り
復
員
（
５
月
）

山
形
県
農
業
会
に
就
職
（
10
月
）

　

今
年
、
本
町
吉
島
地
区
洲
島
出
身
の
寒
河
江
善
秋
が
１
９
２
０
年
に
生
ま
れ
て

か
ら
、
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。

　

戦
後
日
本
の
若
者
が
自
立
し
て
生
き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
青
年
運
動
に
身
を
投
じ
た
寒
河
江
善
秋
。
吉
島
村
、
山
形
県
、
そ
し
て
全
国

を
舞
台
に
持
ち
前
の
能
力
を
発
揮
、
時
に
は
外
国
を
視
察
し
、
青
少
年
教
育
の
見

識
を
深
め
ま
し
た
。
現
在
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
実
施

す
る
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
制
度
「
青
年
海
外
協
力
隊
」
創
設
に
関
わ
っ
た
一

人
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
「
遊
び
の
才
人
」
と
も
称
さ
れ
、
晩
年
に

は
「
半
遁
」
を
提
唱
、
陶
芸
や
書
画
に
親
し
み
、
楽
し
み
な
が
ら
悠
々
と
自
在
に

生
き
る
生
活
を
自
ら
実
践
し
ま
し
た
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
寒
河
江
善
秋
の
生
涯
と
、
関
わ
り
の
深
い
方
々
の
お
話
を
紹

介
し
ま
す
。
全
国
に
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
町
出
身
の
活
動
家
に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

寒
河
江
善
秋　

年
譜

▶
将
校
時
代
の
寒
河
江
善
秋
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青
年
海
外
協
力
隊
制
度
の
生
み
の
親

で
あ
る
寒
河
江
善
秋
さ
ん
が
川
西
町
出

身
だ
と
知
っ
た
と
き
は
本
当
に
驚
き
ま

し
た
。
著
書
を
通
し
て
善
秋
さ
ん
の
生

き
様
に
触
れ
、
よ
り
一
層
親
し
み
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

楽
し
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
出

会
え
る
エ
ッ
セ
イ
集
『
半
遁
世
―
非
凡

を
平
凡
に
生
き
る
』、
満
州
拓
殖
公
社

に
入
社
し
て
か
ら
、
終
戦
を
迎
え
復
員

す
る
ま
で
の
約
９
年
間
を
綴
っ
た
青
春

の
記
録
『
ハ
ル
マ
ヘ
ラ
か
ら
の
生
還
』。

　

ど
ち
ら
も
町
立
図
書
館
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
読

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！

人生を楽しむために
「遊び」を極める

仕事だけじゃない

　

晩
年
は
「
半
遁
」
と
い
う
生
き
方
を
提
唱
し
た
寒
河

江
善
秋
。
東
京
都
八
王
子
市
の
自
宅
を
「
無
相
庵
」
と

称
し
、
窯
を
設
置
し
て
陶
芸
を
お
こ
な
い
、
俳
句
や
書

画
に
親
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
六
本
木
の
知
人
宅
を
会

場
に
主
催
し
た
「
ほ
ん
も
の
を
食
う
会
」
は
、
山
形
の

水
と
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
本
物
の
味
を
都
会
の
人
に
伝

え
た
い
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
交
流
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
い
う
趣
旨
で
開
か
れ
、
会
場
は
常
に
多
く
の
参
加

者
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
都
会
の
青
年
に
現

在
で
い
う
「
民
泊
」
を
す
す
め
る
活
動
も
し
て
い
ま
し

た
。
昨
今
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
地
方
と
都
会
と

の
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
先
見
の
明

を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

１
９
７
７
年
、
白
血
病
に
よ
り
56
年
の
生
涯
を
閉
じ

る
ま
で
、
財
や
名
利
を
求
め
ず
、「
楽
し
く
生
き
る
」

こ
と
を
極
め
る
人
生
を
お
く
り
ま
し
た
。

【写真の説明】①「ほんものを食う会」
で自ら腕を振るう　②陶芸は最高の
レクリエーション　③舩山達郎さん
宅にある寒河江作品（お香立て）
④にぎわう「ほんものを食う会」

　
父
・
善
秋
は
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
に

旧
吉
島
村
洲
島
に
生
ま
れ
、
１
９
７
７
（
昭

和
52
）
年
に
故
郷
へ
の
深
い
感
謝
と
と
も
に

56
歳
で
そ
の
短
く
も
波
瀾
万
丈
の
生
涯
を
終

え
ま
し
た
。

　

活
動
の
拠
点
が
東
京
に
移
っ
て
か
ら
は
２

か
月
に
一
度
し
か
帰
郷
で
き
な
く
な
っ
た
の

で
す
が
、
望
郷
の
念
は
離
れ
て
よ
り
一
層
深

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
洲
島
に
戻
る
と
何
か
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
も
注
入
さ
れ
る
の
か
、
ま
る

で
少
年
時
代
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
に
実
に
生

き
生
き
と
楽
し
そ
う
で
し
た
。
父
の
心
の
故

郷
と
は
「
小
川
や
木
や
草
に
至
る
ま
で
、
全

て
が
記
憶
に
刻
ま
れ
て
、
寺
の
地
蔵
様
の
苔

の
色
ま
で
覚
え
て
い
る
。
お
盆
に
な
れ
ば

ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
た
村
々
は
に
わ
か
に
賑

や
か
に
な
り
、
セ
ミ
が
鳴
き
一
瞬
の
涼
風
に

す
だ
れ
が
揺
れ
リ
ー
ン
リ
ー
ン
と
風
鈴
が
響

く
。
久
し
振
り
の
幼
馴
染
と
の
立
ち
話
、
誰

か
れ
の
噂
話
、
鎮
守
様
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

夏
祭
り
の
太
鼓
の
音
、
夜
は
大
皿
に
山
盛
り

の
茄
子
漬
け
と
畑
か
ら
掘
っ
て
き
た
ば
か
り

の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
煮
つ
け
と
茹
で
た
て
の
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
そ
し
て
懐
か
し
き
父
母
や
兄

弟
の
笑
顔
」
で
し
た
。

　

飯
豊
連
峰
を
遥
か
に
望
む
こ
の
肥
沃
な
田

園
地
帯
に
生
ま
れ
育
っ
た
父
は
、
過
酷
な
戦

争
体
験
を
経
て
帰
国
し
た
後
、
日
本
の
青
年

育
成
と
社
会
教
育
運
動
に
身
を
投
じ
ま
し
た
。

吉
島
村
青
年
団
か
ら
始
ま
っ
た
小
さ
な
挑
戦

は
や
が
て
全
国
規
模
の
産
業
開
発
青
年
隊
創

立
を
経
て
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
花
開
き
、

延
べ
４
万
５
千
人
の
日
本
の
青
年
た
ち
を
発

展
途
上
国
に
送
り
出
す
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

か
つ
て
「
東
洋
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」
と
讃

え
ら
れ
た
我
ら
が
誇
る
べ
き
故
郷
・
川
西
の

豊
か
な
大
地
は
希
望
や
志
を
高
く
掲
げ
羽
ば

た
い
た
多
く
の
諸
先
輩
を
輩
出
し
て
き
ま
し

た
。
次
代
の
川
西
を
担
う
若
者
の
み
な
さ
ん
、

故
郷
の
大
地
の
素
晴
ら
し
さ
を
今
一
度
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
父
と
同
じ
故
郷
・
川
西
を

愛
し
誇
り
に
思
う
者
の
一
人
と
し
て
川
西
の

青
年
の
持
つ
可
能
性
を
信
じ
、
よ
り
一
層
の

活
躍
と
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。

故
郷
の
素
晴
ら
し
さ  

感
じ
て

寒河江善秋の四男

寒河江  亮  さん（東京都）

①

▶
父
・
善
秋
（
右
）
に
抱
か
れ
る
幼
少
期
の
寒
河

　
江
亮
さ
ん
（
左
）

寒河江善秋 生誕１００年
記念講演会

●日時　１０月１１日㈰
　　　　１３：３０～
●会場　町交流館あいぱる（吉田）
●講師　
　日本体操研究所 所長
　長野 信一 氏
　　元ＮＨＫテレビ・ラジオ体

　　操指導者。寒河江と長年に

　　わたり公私ともに親交のあ

　　った方です。

●演題
　人生１００年時代のレクリエーション
　～遊びの才人・寒河江善秋の生き方
　に学ぶ～
●参加費　無料
●定員　１００名程度（要予約）
問町生涯学習課　☎４４－２８４３

元
青
年
海
外
協
力
隊
員
で
ガ
ー
ナ
派
遣

川
西
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
（
遅
筆
堂
文
庫
研
究
員
）

林
　
俊
宏
　
さ
ん

寒河江善秋の著書

半遁世―非凡を平
凡に生きる

日新報道　刊

ハルマヘラからの
生還

しなの出版　刊

特集内写真の所蔵：寒河江裕、寒河江亮

②

③ ④



町 街 まちのニュース

7/14 認 定 農 業 者 認 定 書 交 付 式 を 開 催

次 世 代 へ 農 業 経 営 の バ ト ン を
　新たに認定を受けたのは、東沢地区の工藤祐介さん

（左）です。工藤さんは、経営移譲により家族が培っ
てきた農業経営に係るバトンを引き継ぎ、このたび認
定農業者として認定を受けました。
　工藤さんは「地域の人口減少、過疎化が進んでいる
が、水田地帯の景観を守ることで地域を守り、自らの
経営発展につなげたい」との決意を語りました。

7/14 県 よ り 町 内 小 中 学 校 に 花 の 提 供

児 童 生 徒 に 花 々 の 癒 し を
　新型コロナウイルスの影響で需要が減少している花
きの消費拡大を図るため、県では３月より「花を飾ろ
う！花を贈ろう！運動」を展開していて、その一環と
して町内小中学校に町内産花きを使用した挿花を提供
いただきました。展示された花を見た児童生徒からは

「いろんなお花があってきれい！」と地元産の花を楽
しんでいました。

7/15 元日本代表の小野知則さん（玉庭出身）

ホッケーの魅力を小学生たちに
　小松小４年の総合学習の授業で、町ホッケー協会前
会長の細谷良一さん（下小松）、男子ホッケー元日本
代表キャプテンで本町玉庭地区出身の小野知則さんが
講師となり、ホッケーについて学びました。小野さん
は日本代表として世界２７か国を訪れた経験を話した
ほか、「何事も経験を重ねれば上手くなる、ぜひホッ
ケーをやってみてほしい」とメッセージを送りました。

7/20 献 血 運 動 推 進 協 力 団 体 感 謝 状

株 式 会 社 殖 産 工 務 所 が 受 賞
　県庁において、株式会社殖産工務所（伊藤一壽代表
取締役）に献血運動推進協力団体として厚生労働大臣
感謝状が贈呈されました。
　同社は、関連事業所にも声をかけ献血への協力を仰
ぐなど、長年にわたり積極的な献血推進活動に取り組
まれていて、その功績に対し感謝状が贈呈されました。
おめでとうございます。

記録的な豪雨7/28

　７月２８日、山形県内は激しい雨に見舞われ、長井・
西川など５地点で観測史上最多の雨量を記録しました。
その影響もあり最上川が氾濫、中流域の大石田町・大
蔵村で水害が発生しました。
　本町では、１１時３１分に大雨・洪水警報が発令
され、昨年１０月の台風１９号を上回る積算雨量
１４０. ５ｍｍを記録。住宅や小屋などの浸水、生活
道路の冠水などの被害がありました。
　被害を最小限に食い止めるため、３００人を超える
消防団員が昼夜問わず、土のうづくりや増水箇所の排
水作業、周辺パトロールに従事しました。
　また、町では１７時３０分に避難準備（レベル３）
を発令。各地区に避難所を開設し、多い時間帯で計
３８人が自主避難しました。町内の被害状況は集約中
ですので、まとまり次第改めてお知らせします。

【写真の説明】
①洲島北郷では 7/28 夜に小屋が浸水。消防団員が誕
生川への排水作業を行った。②下小松千松寺では長堀
排水路の水位が上昇し、消防団員が土のうを設置。　
③東大塚の町道大塚東線は鬼神川の水位上昇により道
路が冠水し、通行止めとなった。④中郡小付近の大豆
畑が浸水。⑤上小松内山沢の林道は法面が崩落し、進
路が阻まれている。⑥夜通しで排水作業に尽力した消
防団員のみなさん。

①

② ③

④ ⑤

⑥
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町 街 まちのニュース

7/23 移 住 者 懇 談 会 を 開 催

川 西 町 の 暮 ら し を 語 り 合 う
　Ｉターン・Ｕターンで本町に暮らす９人が参加し、
移住してみてわかった町の魅力を語る一方、就農や交
通、雪のことなどで困った点をどうやって解決したか、
また解決するためのアイデアを出し合いました。
　山形県地域コミュニティ支援アドバイザーの遠藤智
栄さんが講話し「移住先で信頼できる人を少しずつ増
やしていくことが大切」と語りました。

7/23 玉 庭 の 子 ど も た ち と 保 護 者 が

地 域 を 巡 っ て 魅 力 を 再 発 見
　地域の今と昔を学ぶため行われた「たまにわウォー
ク」。地元の自然や旧跡、人物を紹介する短歌を音楽に
乗せて歌う「玉庭唱歌」の内容を紐解くため、約３０
人が４つのチェックポイントを歩いて回りました。ま
た、YouTube での情報発信を通して地域を盛り上げて
いる中川秀人さん宅では、ドローンを上空１００ｍま
で飛ばし、地区の風景を撮影する様子を見学しました。

8/3 川 西 町 ま ち づ く り 委 員 会

外 部 評 価 結 果 を 報 告
　令和元年度に町が実施した事業に対する外部評価の
報告書を町まちづくり委員会（藤倉利英委員長・左か
ら２人目）より提出いただきました。
　委員会のみなさんは６月～７月にかけて、４つのプ
ロジェクトと８つの施策について評価作業に取り組ん
でいただきました。外部評価の結果は町ホームページ
で今後公表します。

8/5 青 パ ト ネ ッ ト ワ ー ク リ レ ー

安 全 安 心 な 暮 ら し を 守 る
　この取り組みは、各地区交流センター間を青パト数
台で巡り、各地区に啓発用のぼり旗や防犯活動を激励
するメッセージを伝達するもので、町防犯協会（髙橋
正彦会長）が主催しています。
　青パト活動は学校周辺の巡回、小学生の見守り、人
が多く集まる場所での啓発などが行われていて、地域
の安全安心のため日夜活躍されています。

川西ダリヤ園総選挙２０２０
　園内すべてのダリアを対象に、来園したお客様に
お気に入りのダリアを選んで投票いただき、人気ナ
ンバー１のダリアを決定します。６０周年の来園記
念に、ぜひ総選挙へご参加ください。
　投票いただいた方の中から抽選でプレゼントを差
し上げます。あなたの一票をお待ちしています。
●投票方法
　チケットブースに設置してある投票用紙に、今年
の園内にあるお気に入りの品種をお選びください。
入園ごとに、何回でも投票できます。
●投票期間：９月４日㈮～１０月１８日㈰
●結果発表：【中間】９月２１日㈪㈷
　　　　　　【最終】１０月下旬

Instagram フォトコンテスト
　園内で撮影したダリアの写真を Instagram 上で
募集します。優秀作品を投稿された方には、豪華賞
品をプレゼントします。
●受付期間：１１月４日㈬正午まで
●参加方法
①川西ダリヤ園の公式 Instagram アカウント
　（@kawanishi_dahlia_park）をフォローする。
②園内で撮影したダリアの写真を Instagram に投
　稿する。【# ダリヤモンドジュビリー】のハッシュ
　タグを付けてください。
●選考方法
　川西ダリヤ園公式アカウントで投稿をリポストし、
最も多く「いいね」を獲得した方に賞品をプレゼン
トします。

新品種ダリアの名前を募集！
　川西ダリヤ園で生まれた新品種ダリア３品種の名
前を募集します。名前を選ばれた方には、ダリアの
花束と記念品をプレゼントします。
●募集期間：９月１日㈫～２２日㈫㈷
●応募場所：園内特設コーナー

川西ダリヤ園
インフォメーション

問町まちづくり課　☎４２－６６６８

▲オープンした８月１日の園内の様子。例年９月中旬から１０
　月が見頃だが、すでに半数以上の種類が咲き始めていて、生
　育状況は良好。７月が暑すぎない気候だったことが要因。

開園６０周年記念鉛筆
を寄贈いただきました

　三菱鉛筆山形工場様より開園６０周年記念鉛
筆５千本を寄贈いただきました。ダリア柄の鉛
筆には「MADE IN KAWANISHI」と印字さ
れ、川西ダリヤ園と本町のものづくりの魅力を
ＰＲするものとなって
います。この鉛筆は９
月２１日の開園記念日
に入園者にプレゼント
されます。

ご理解とご協力をお願いします

●入園時に検温をさせていただきます
●マスクの着用をお願いします（熱中症予防のため、人
　と十分距離を保てるときははずしましょう）
●ソーシャルディスタンスの確保をお願いします
●こまめな手指消毒をお願いします
※従業員は就業前の検温、マスク着用、こまめな手指消
　毒を行っています。
※作業中の従業員は熱中症対策のため、マスクを着用し
　ていない場合があります。
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20,000 円をチャージすると
25,000 円分の買い物ができる！

（１人あたり最大 5,000 円分）

マイナンバーカード を取得して
マイナポイント をもらおう！

●お得なマイナポイント
　マイナンバーカードを取得し、クレジットや電
子マネー、ＱＲコード決済などの民間キャッシュ
レス決済サービスを選択して、マイナポイントを
申し込むと、その利用額に対し２５％のマイナポ
イント（１人あたり最大５, ０００円分）が国から
付与されます。
　マイナポイントを取得できるのは、令和２年９月
～令和３年３月です。

●手続きは簡単！４ステップ

●マイナンバーカードの交付申請をサポートします
　マイナンバーカードは、マイナポイントの付与や
健康保険証としての利用など、様々な活用が予定さ
れています。
　「申請書の書き方がわからない」「写真を撮るのが
面倒…」などの理由から、顔写真入りのマイナンバー
カードを作っていない方も多いのでは？
　町住民生活課では、職員が顔写真の撮影や申請手
続きのサポートを行っています。初めての方は無料
で作れます。この機会にぜひマイナンバーカードを
作りましょう。
　窓口にお越しの際には、マイナンバー通知カード
や運転免許証、健康保険証などの本人確認書類をお
持ちください。 問町住民生活課　☎４２－６６１５

　　　　マイナンバーカードを取得する

スマートフォン、パソコン
郵送などで申請し、後日、
町住民生活課の窓口で受け
取ります。

令和２年

９月から

マイナちゃん

　お会計のときに
　マイナンバーカードは
　使わないよ！

１ 　　　　マイナポイントの予約をする

スマートフォンやパソコンから専用サイトにアクセスし、
マイナポイントの予約（マイキーＩＤの設定）を行いま
す。パソコンの場合は、別途ＩＣカードリーダが必要です。
町住民生活課でも手続きのサポートを行っています。

２

　　　　マイナポイントの申込をする

お好きなキャッシュレス決済サービスを１つ選択して、
マイナンバーカードを使って申し込みます。
※一度選択したキャッシュレス決済サービスは原則変更
　できません。

３　　　　マイナポイントを取得する

選択したキャッシュレス決済
サービスで、お買い物やチャ
ージをすると、決済事業者か
らポイントがもらえます。

４

受け取りに
は１か月程
かかるから、
早めに申請
してね！

　国勢調査にご協力ください
　　　 　　　　　　　　　　　　問町未来づくり課　☎４２－６６９５

　国勢調査は、日本に住んでいるすべての人と世帯を対象として行われる国の最も重要な統計調査です。大
正９年以来５年ごとに行われており、今年は２１回目で１００年の節目を迎えます。
　調査の結果は、国や地方公共団体のあらゆる施策の基盤となり、民間の活動にも広く利用されています。
　国勢調査は、統計法によって調査票に記入して提出する義務（報告義務）が定められています。皆様のご
協力をお願いします。

 調査の内容
【世帯員に関する内容】
　男女の別、出生年月、就業状態など１５項目

【世帯に関する内容】
　世帯の種類、住居の種類など 4 項目

 調査の流れ
【調査票の配布】
　総務大臣に任命された「国勢調査員」がみなさんの
お宅を訪問し、「調査票」等を配布します。

【回答方法】３つの方法があります。
①インターネット（パソコン・スマートフォン）
②郵送（郵送提出用封筒→総務省統計局宛）
③紙の調査票（調査員が回収）
※新型コロナ感染防止対策のため、町ではインターネ
　ットや郵送での回答を推奨します。また、調査票の
　配布や回収時には、インターフォンでの聞き取りな
　ど、非接触の方法を導入します。

 個人情報保護と調査票の管理
①国勢調査に従事する者には、統計法によって、個人
　情報を保護するための厳格な守秘義務が課せられて
　います。皆様が調査票に記入した内容は厳重に守ら
　れます。
②調査票に記入していただいた内容は、統計の作成に
　関連する目的以外に使用することはありません。

 国勢調査を装った詐欺や不審
 電話などにご注意を！

①不審に思った際には、すみやかに町未来づくり課ま
　でお知らせください。
②国勢調査では金銭を要求することはありません。ま
　た、銀行口座の暗証番号やクレジットカードの番号
　などをお聞きすることもありません。
③調査員は、その身分を証明する「国勢調査員証」を
　携帯しています。

調査基準日

令和２年１０月１日

インターネット回答期間

9/14 ㈪～ 10/7 ㈬

調査票（紙）での回答期間

10/1 ㈭～ 10/7 ㈬

ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

▲住民生活課の職員がマイナンバーカード交付申請手続き
　をサポートします！
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ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

ま ち か ら の お 知 ら せ
town information

　7月 3日以降、全国各地を襲っ
た豪雨により多くの方々が被災さ
れました。心よりお見舞いを申し
上げます。
　町では、募金の受付を行ってい
ます。いただいた募金は、日本赤
十字社山形県支部を通して被災地
に届けられます。皆様のあたたか
いご支援をお願いします。
▶受付期限：１２月２８日㈪
▶受付方法：役場住民生活課窓口
　に設置の募金箱による受付
※下記の方は、福祉介護課までお
　越しください。
　①受領証が必要な方（税法上の
　　優遇措置が適用される場合が
　　あります）
　②被災地の県を指定して拠出さ
　　れる方
問町福祉介護課
☎４２－６６３５

令和 2 年 7 月豪雨災害義援金
受付中

　今年３月の町報配布時に同封し
た「水道漏水修理当番カレンダー」
の中で、修理当番業者の変更箇所
（下線部）がありますので、ご注
意ください。
▶変更日：８月１日から
▶変更後の体制
　１班　㈱藤島建設・㈱藤倉設備
　２班　スガイ住設・㈱黒澤技建
　３班　㈲米野建設
　　　　㈱サイトウ電気設備工業
　４班　㈱殖産工務所・齋藤設備
問町地域整備課
☎４２－６６５３

水道漏水修理当番
カレンダーの一部変更

　児童扶養手当を受けている方は、
毎年８月に現況届を提出すること
になっています。この届出は、児
童の養育状況や受給者の前年分の
所得状況などの必要事項を確認し、
引き続き手当を受けられるかどう
かを確認するためのものです。
　８月中に現況届の提出がないと、
１１月分以降の手当が受けられな
くなりますので、ご注意ください。
　ご案内はすでに、対象者のご自
宅にお送りしていますので、ご確
認いただき、添付書類とともにご
提出ください。
▶提出期限：８月３１日㈪
▶提出方法
　町健康子育て課窓口に持参くだ
さい。
問町健康子育て課
☎４２－６６７１

児童扶養手当の現況届
提出をお忘れなく

町長とのふれあいトーク  を開催します

　広く町民のみなさんとの対話や意見交換を通じて、協働・共創によるまちづくりを推進するために「町
長とのふれあいトーク」を開催します。
　今回は７地区を回り、各地区のみなさんと意見交換をします。どなたでもご参加いただけます。
　今年度は、町の総合計画「かわにし未来ビジョン」後期基本計画と「川西町まち・ひと・しごと創生総
合戦略」策定の年です。未来に向けたまちづくりについて、一緒に考えていきましょう。

●期日・会場
期日 会場

８月２４日㈪ 東沢活性化センター
８月２５日㈫ 大塚地区交流センター
８月２６日㈬ 中郡地区交流センター
８月２７日㈭ 吉島地区交流センター
８月２８日㈮ 町中央公民館
８月２９日㈯ 玉庭地区交流センター
８月３１日㈪ 犬川地区交流センター

あなたのご意見をお聞かせください！

●テーマ
　「あい」あふれる豊かな未来にむけて

●時間　１９：００～２０：３０

問町未来づくり課　☎４２－６６９５

　愛知大学に進学しませんか？ ～連携自治体推薦制度～

　　　　　　　　　　　　　　　  問町まちづくり課　☎４２－６６６８

　愛知大学（愛知県）は、本町玉庭地区出身の本間喜一氏の尽力により１９４６（昭
和２１）年に創設された私立大学です。
　このつながりを縁に、町と同大学は平成２６年に「協力・連携に関する協定」を
締結し、協定に基づき双方の繋がりを強め、交流を深める各種事業を行っています。
　その一つとして、川西町に在住または在学する高校３年生を対象に、進学先とし
て愛知大学へ推薦する独自の制度を実施しています。

●制度の概要
　愛知大学地域政策学部への進学を目指す学生
１名を、川西町から愛知大学へ推薦します。
　推薦者は、川西町が行う選考（書類審査・面
接）により決定します。愛知大学は、川西町か
らの推薦者を対象に連携自治体推薦入試を行い
ます。受験に必要な費用（交通費・入学検定料）
は町が支援します。
　連携自治体推薦入試合格者は、入学後、本間
喜一奨学金の奨学生に決定され、川西町から奨
学金（４年間で３００万円）が給付されます。

川西町・愛知大学連携自治体推薦制度

●スケジュール

8/17 ㈪～ 9/30 ㈬ 推薦者選考申込（9/30 ㈬必着）

10/4 ㈰ 推薦者選考（面接）

11/2 ㈪～ 11/10 ㈫ 愛知大学自治体推薦入試出願
（11/10 ㈫必着）

11/22 ㈰ 愛知大学自治体推薦入試
（筆記・面接）

12/5 ㈯ 合格発表

●申込要件
次の要件をすべて満たすこと。
①川西町に住所を有する者の子または県立置賜農
　業高等学校に在学する者
②２０２１年３月に高等学校卒業見込みの者
③高等学校の全体の学習成績の状況が３．５以上
　の者
④愛知大学を第一志望とし、合格者は必ず入学す
　ること
⑤出身地域への貢献を志す者

●申込方法
　①～③を記入のうえ、町まちづくり課あて９
月３０日㈬まで持参または郵送にてお申込くだ
さい。
①川西町愛知大学推薦者選考申込書
②２０２１（令和３）年愛知大学自治体推薦入
　試志望理由書
③高等学校の調査書（厳封）

本間喜一奨学金とは
　本間喜一氏と縁の深い越知專氏（愛知県）からの多額の寄付金
により、地域貢献を志す者の人材育成を目的に「川西町・愛知大
学本間喜一奨学金」制度を、令和元年度から創設しています。
　この制度は、本間喜一氏の「地域貢献者の育成」という愛知大
学創設時の思いに添い、愛知大学地域政策学部に入学した学生を
対象に、奨学金の給付を行うものです。

愛知大学とは
　愛知県の名古屋・豊橋にキャンパスを構
える私立大学で、約１万人の学生が学んで
います。
　法学部、経済学部、経営学部、現代中国
学部、国際コミュニケーション学部、文学
部、地域政策学部があります。
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　野生きのこは、生育環境の違い
により放射性物質の濃度にばらつ
きがあるため、出荷前の検査を徹
底し、安全性を確認してから出荷
してください。特にチチタケとサ
クラシメジは過去に基準値を超え
る放射性物質が検出されています
ので、ご注意ください。
　なお、出荷にはインターネット
等による通信販売も含まれます。
問町農地林務課
☎４２－６６４６

野生きのこの放射性物質に
ご注意を

社会を明るくする協議会自主防災
部会長を歴任され、町で行われる
各種イベント時の啓発活動や子ど
もたちの登下校時の見守り活動、
青パトによる防犯活動に尽力いた
だいています。
問町住民生活課
☎４２－６６１６

県防犯協会連合会
防犯功労者表彰を受賞

　長谷川勝男さん
（大塚）が山形県
防犯協会連合会防
犯功労者表彰を受
賞されました。
　長谷川さんは、
町防犯協会連合会
副会長、大塚地区

より感謝状が贈られました。
　みなさんは３０年以上にわたり、
統計調査員として国勢調査や農林
業センサス等多くの国県の基幹統
計調査を正確かつ誠実に遂行され、
統計調査の発展に貢献されました。
問町未来づくり課
☎４２－６６９５

３名が県統計調査員協議会
連合会感謝状を受賞

　山形県統計調査
員協議会連合会よ
り、江口亮一さん
（小松）、堀内利弘
さん（時田）、伊
藤誠さん（高豆 ）
に、長年の統計調
査員活動の功績に

　町の新型コロナウイルス感染症
対策に役立ててほしいと、第一生
命保険株式会社山形支社様から不
織布マスク１千枚を寄付いただき
ました。
　感染防止のため、大切に活用さ
せていただきます。
問町総務課
☎４２－６６１２

第一生命保険様より
マスクを寄贈

　２０１９年中に町内で発生した
救急出動件数は７１６件、搬送人
数は６８０人で、いずれも前年を
上回りました。そのうち約４１％
は入院を要しない軽症者です。救
急車の正しい利用にご協力をお願
いします。

【普通救命講習会を開催します】
▶日時：９月６日㈰
　　　　１３：００～１６：００
▶場所：川西消防署
▶対象：中学生以上
▶持ち物：動きやすい服装と運動
　靴、筆記用具
▶申込：８月３１日㈪までお電話
　ください。
問川西消防署　☎４２－３７００

９月９日は「救急の日」

　（一財）自治総合センターが、
宝くじ受託事業収入を財源として
実施する令和３年度コミュニティ
助成事業に関する事前相談を受け
付けます。
▶対象団体：町内の自治会、地域
　コミュニティ団体など
▶募集事業
①一般コミュニティ助成事業
　助成額：１００～２５０万円
　内　容：コミュニティ活動に直
　　　　　接必要な設備等（建築
　　　　　物、消耗品は除く）の
　　　　　整備
②コミュニティセンター助成事業
　助成額：総事業費の５分の３以
　　　　　内（上限 1,500 万円）
　内　容：自治会集会所等の建設
　　　　　または大規模改修、及
　　　　　びその施設に必要な備
　　　　　品の整備
③自主防災組織育成助成事業
　助成額：３０～２００万円
　内　容：防災活動に直接必要な
　　　　　設備等（建築物、消耗
　　　　　品除く）の整備
④青少年健全育成助成事業
　助成額：３０～１００万円
　内　容：青少年の健全育成に資
　　　　　することを目的として
　　　　　行うイベントに要する
　　　　　経費（主として親子で
　　　　　参加する事業）
▶申請方法
　申請を希望される場合は、必要
書類などについて担当課まで事前
にお問い合わせください。
問町まちづくり課
☎４２－６６１３

コミュニティ助成事業
来年度分の事前相談受付中

１／① ２ ３ ４

②

③ ２

５／③

⑤ ④
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　青枠の欄の文字を並べ替え、キーワードに入れてご応募いただくと、正解者の中から抽選で１
名に「図書カード」をプレゼントします。ぜひご応募ください。

【キーワード】

マイバックを○○○ず○○けよう

タテのカギ
　１　浴浴センターまどかのお〇〇、食塩泉（低張性弱アルカ
　　　リ性低温泉）。切り傷、やけど、筋肉痛などに効きます。
　２　鬱々とした天気が続きました。鬱＝何と読む？
　３　３R とは、Reduce（〇〇〇〇〇）、Reuse（リユース）、
　　　Recycle（リサイクル）のこと。
　４　海やプールでぷかぷかと。壊れたら可燃ごみへ。
　５　わが〇〇では、2030 年に温室効果ガスの排出を 26％
　　　削減する目標を掲げています。
ヨコのカギ
　①　７月１日から、レジ袋の〇〇〇〇〇化が始まりました。
　②　ハイブリット車はモーター〇〇〇〇〇を搭載しています。
　③　ごみ処理ピットの中では、これでゴミを釣り上げて移動。
　④　外側が緑で中が赤の果物、水分をよく切って捨てよう。

▶内容
　試合ごとに、対象となる市町村
に在勤・在住の方が、チケットを
お得に購入できるサービスです。
▶席種：バックスタンド自由席
▶料金：１, ５００円
▶川西町が対象の試合
①９月９日㈬
　アビスパ福岡戦
②１１月１４日㈯または１５日㈰
　徳島ヴォルティス戦
▶購入方法
　「モンテディオチケット」「楽天
チケット」のWEB 販売または
「NDソフトスタジアム当日券売
場」にてお買い求めください。詳
しくは、モンテディオ山形ホーム
ページをご確認ください。
※今シーズンは市町村窓口での販
　売を行いません。
問株式会社モンテディオ山形
☎０２３－６６６－８８８２

モンテディオ山形
市町村応援デー

▶応募方法　キーワード・住所・氏名・電話番号・今月
　号の感想や良かったページを明記のうえ、あて先まで
　はがき・メールのいずれかでお送りください。
▶あ て 先　
　〒９９９ －０１９３　川西町大字上小松１５６７
　川西町住民生活課 生活環境グループ
　メール　jumiseika@town.kawanishi.yamagata.jp
▶応募期限　９月１１日㈮  当日消印有効

町報６月号「環境クロスワード」
答え

環境イシキをタカめよう

●当選者　金子 智美 さん（上小松）

おめでとうございます！

　 今月の 新庁舎 工事状況
　庁舎棟１～３階、車庫・エネル
ギー棟の外壁工事が完了し、防災
倉庫棟の外壁工事に着手します。
庁舎棟内部では内装工事に着手、
外部では西側屋根が完成し、屋上
と大庇部分の防水工事を進めてい
ます。
　工事車両の出入りなど交通安全
には十分留意して工事を進めます
ので、ご理解とご協力をお願いし
ます。
問町政策推進課　☎４２－６６０４

▲上空から見た建設地

▲昨年度は堀金祭囃子保存会が大屋台を整備

長谷川 勝男 さん江口 亮一 さん

お め で と う ご ざ い ま す
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、
県
、

消
防
団
に
よ
る
排
水
作
業
等
が
夜
通

し
行
わ
れ
ま
し
た
。
昼
夜
長
時
間
に

わ
た
り
懸
命
に
活
動
い
た
だ
い
た
み

な
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
現
在
災
害

状
況
を
調
査
し
早
期
の
復
旧
を
め
ざ

し
対
応
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
特
に

用
水
確
保
の
た
め
土
砂
の
撤
去
な
ど

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

特設人権相談 9/2 ㈬
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

行  政  相  談 9/16 ㈬
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町住民生活課
☎ ４２－６６１8

幼児ことばの
相談 9/14 ㈪　午前中 町子育て支援

センター
町健康子育て課
☎ ４２－６６71

心配ごと相談 毎週水曜日
１３：３０～１６：００

町健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

法  律  相  談
（要事前予約）

毎月第３木曜日
１１：００～１５：００

米沢地区勤労者
福祉会館（米沢市）

米沢地区勤労者福祉協会
☎ ２１－５２５０

多重債務相談 毎週火曜日
１８：００～２０：００

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

◆９月の無料相談

８月の町税等
●町・県民税　　　　　　（２期）
●国民健康保険税　　　（２期）
●介護保険料　　　　　（２期）
●後期高齢者医療保険料（２期）
●上下水道使用料（７月使用分）

口座振替日　８月２８日㈮
納付期限　　８月３１日㈪

▶日時：９月１４日㈪
　　　　１０：００～１４：００
▶場所：町役場第２会議室
▶内容：専門の相談員が学校や就
　労のことについて無料で対応し
　ます。ご家族からの相談も受け
　付けます。予約優先です。
問ＮＰＯ法人with 優
☎３３－９１３７

不登校やひきこもり等の
相談会

問町まちづくり課　☎４２－６６６８

空き家利活用のご相談は

川西町空き家バンク まで

成約 33 件（令和2年7月末）

登録物件 50 件のうち ▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
チ
ェ
ッ
ク
！

　町の学校給食調理場において、
調理師に欠員が生じる場合（１日
単位）の代替調理師を募集します。
▶勤務日：不定期。学校からの依
　頼を受けて、可能な場合に勤務
　いただきます。
▶勤務場所：町内小中学校の調理
　場（日によって異なる場合があ
　ります）
▶資格等：調理師免許所持の有無
　は問いません。
▶報酬額
　１時間８３９～８６６円
　（１日最高７時間、休憩有）
問町教育総務課
☎４２－６６５９

代替調理師 募集

▶勤務日：令和３年３月まで
▶資格等：教員免許状を有する人
　または適任者
▶職務内容
　生徒の生活・学習等の支援
▶報酬：日額6,279円～6,839円
問町教育総務課
☎４２－６６５９

川西中学校の学習支援員
募集中

　平善昭さん（洲島）、黒澤紀美
子さん（堀金）が、７月１日付け
で法務大臣より人権擁護委員に委
嘱されました。
　平さんは再任（２期目）で、黒
澤さんは新任となります。任期は
令和２年７月１日～令和５年６月
３０日の３年間です。人権相談を
受けたり人権の考えを広めたりす
る活動に取り組んでいただきます。
問町住民生活課
☎４２－６６１８

人権擁護委員を
ご紹介します

平　善昭　さん 黒澤 紀美子　さん

　募集期限は９月１１日㈮です。
詳細はお問い合わせください。

【つや姫】
▶申請手続：生産者組織または農
　業者個人で申請
▶提出先
① JAに出荷される方　→　JA
②米集組合に出荷される方
　→　米集組合
③個人で出荷される方
　→　町産業振興課

【雪若丸】
▶申請手続：生産者組織で申請
▶提出先
　置賜総合支庁農業技術普及課
問町産業振興課
☎４２－６６４１

令和３年産「つや姫」生産者
「雪若丸」生産組織を募集

町報かわにし　1617　町報かわにし 令和2年8月15日 令和2年8月15日
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暮らしの情報
掲示板

お
知
ら
せ

収
入
保
険
の
ご
案
内

　

収
入
保
険
は
、
す
べ
て
の
農
産
物
を
対

象
に
、
自
然
災
害
・
市
場
価
格
低
下
・
病

気
や
怪
我
・
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
な
ど
、

経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
「
収
入
減

少
を
広
く
補
償
す
る
」
新
し
い
農
業
保
険

で
す
。

　

現
在
、
令
和
３
年
産
の
補
償
に
向
け
た

加
入
申
請
を
随
時
受
付
中
で
す
。

●
対
象

　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者

●
期
限　

継
続
加
入
者
は
11
月
末
ま
で
。 

　

新
規
加
入
者
は
12
月
末
ま
で

問
県
農
業
共
済
組
合
置
賜
支
所

☎
（
２
７
）
７
０
１
７

白
川
土
地
改
良
区
職
員
採
用
試
験

●
職
種

　

土
地
改
良
法
に
基
づ
く
一
般
事
務

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
採
用
予
定
日　

令
和
３
年
４
月
１
日

●
受
付
期
間

　

８
月
20
日
㈭
～
９
月
17
日
㈭

●
一
次
試
験　

10
月
４
日
㈰

●
試
験
会
場　

県
土
地
改
良
会
館

問
白
川
土
地
改
良
区

☎
０
２
３
８
（
８
８
）
９
３
３
１

「
湯
る
っ
と
」改
修
計
画（
案
）に
係
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施

　

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
の
広
域
交
流

拠
点
施
設
「
湯
る
っ
と
」
改
修
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
か
ら
広
く
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
限　

９
月
11
日
㈮

●
対
象
者　

置
賜
３
市
５
町
内
に
在
住
・

　

在
勤
・
在
学
の
方
な
ど

●
閲
覧
場
所

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
各
施
設
（
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
事

　

務
局
総
務
課
、
湯
る
っ
と
、
各
ク
リ
ー

　

ン
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

●
提
出
方
法

　

意
見
と
と
も
に
「
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
」
を
記
入
し
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

電　

話　
（
２
３
）
３
２
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　
（
２
４
）
４
６
５
９

電
子
メ
ー
ル　

kikaku@
okikou.or.jp

「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」

わ
が
子
の
婚
活
交
流
会

●
日
時　

８
月
30
日
㈰　

13
時
30
分
～

●
会
場　

ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル（
山
形
市
）

●
対
象
者　

25
歳
～
概
ね
45
歳
の
独
身
男

　

女
の
親
御
様

●
参
加
料　

１
千
円

●
内
容

　

若
者
が
抱
え
る
現
代
の
婚
活
事
情
を
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
、
親
御
さ
ん
同
士
の
情
報
交

換
や
「
や
ま
が
た
縁
結
び
た
い
」
に
よ
る

個
別
相
談

問
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
（
６
１
５
）
８
７
５
５

募　

集

や
ま
が
た
健
康
川
柳
２
０
２
０

応
募
受
付
中

●
テ
ー
マ　

健
康

●
応
募
資
格　

県
内
在
住
の
方

●
募
集
期
限　

８
月
31
日
㈪

●
そ
の
他　

詳
細
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
２
３
（
６
３
０
）
２
３
３
７

弁
護
士
に
よ
る

住
ま
い
の
無
料
法
律
相
談

●
日
時　

９
月
17
日
㈭　

13
時
30
分
～

●
場
所　

置
賜
総
合
支
庁
５
０
３
会
議
室

●
内
容　

相
談
は
先
着
３
名
。
１
人
40
分
。

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
。

問
㈱
西
王
不
動
産
置
賜
事
務
所

☎
（
２
４
）
２
３
３
２

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

●
試
験
区
分　

①
初
級
行
政　

②
初
級
機

　

械　

③
初
級
電
気　

④
消
防
士

●
採
用
予
定
人
員

　

①
②
③
若
干
名　

④
４
名
程
度

●
採
用
予
定
日　

令
和
３
年
４
月
１
日

●
試
験
期
日　

９
月
27
日
㈰

※
消
防
士
の
体
力
試
験
は
９
月
28
日
㈪
に

　

米
沢
市
営
体
育
館
で
実
施
。

●
試
験
会
場

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
高
畠
町
）

●
受
付
期
間

　

８
月
17
日
㈪
～
９
月
11
日
㈮

問
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

☎
（
２
３
）
３
２
４
６

相　

談

採　

用

【
中
止
】
川
西
ダ
リ
ヤ
将
棋
大
会

　

９
月
に
開
催
予
定
の
川
西
ダ
リ
ヤ
将
棋

大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
日
本
将
棋
連
盟
川
西
支
部　

井
上

☎
（
４
２
）
４
０
３
５

第
30
回
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

県
内
統
一
試
験

●
日
時　

11
月
15
日
㈰　

13
時
～

●
場
所

　

協
同
の
杜
Ｊ
Ａ
研
修
所
（
山
形
市
）

●
申
込　

９
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

●
講
習
会　

希
望
者
を
対
象
に
受
験
講
習

　

会
を
開
催
し
ま
す

問
町
地
域
整
備
課

☎
（
４
２
）
６
６
５
７

試
験
・
講
習

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
試
験
種
類

　

甲
種
・
乙
種
（
全
類
）・
丙
種

●
第
５
回
（
10
月
10
日
㈯
実
施
）

　

会
場　

山
形
工
業
高
校
、
酒
田
光
陵
高
校

　

申
請
期
間　

８
月
31
日
～
９
月
10
日

●
第
６
回
（
10
月
24
日
㈯
実
施
）

　

会
場　

米
沢
工
業
高
校

　

申
請
期
間　

９
月
７
日
～
17
日

●
第
７
回
（
11
月
７
日
㈯
実
施
）

　

会
場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

　

申
請
期
間　

９
月
28
日
～
10
月
８
日

●
第
８
回
（
11
月
21
日
㈯
実
施
）

　

会
場　

新
庄
神
室
産
業
高
校
、

　
　
　
　

鶴
岡
工
業
高
校

　

申
請
期
間　

10
月
５
日
～
15
日

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
（
６
３
１
）
０
７
６
１

消
防
設
備
士
講
習

●
期
日
・
場
所

①
10
月
１
日

　

酒
田
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

②
10
月
６
日
～
８
日

　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

●
受
付
期
間　

８
月
17
日
～
28
日

問
（
一
社
）
山
形
県
消
防
設
備
協
会

☎
０
２
３
（
６
２
９
）
８
４
７
７

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

●
試
験
種
類　

乙
種
第
４
類

●
期
日　

９
月
30
日
㈬
、
10
月
１
日
㈭

●
時
間　

９
時
30
分
～
16
時
30
分

●
場
所

　

町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
～
す（
飯
豊
町
）

●
定
員　

50
名

●
受
付
期
限　

９
月
11
日
㈮

問
川
西
消
防
署

☎
（
４
２
）
３
７
０
０

町報かわにしに広告を掲載しませんか？
▶概要　月１回、約５，０００部発行
▶規格　１種：縦４. ５cm×横　８. ７cm
　　　　２種：縦４. ５cm×横１７. ５cm
▶価格　１種：　８，０００円（１回）
　　　　２種：１５，０００円（１回）
▶申込　発行日の１か月前まで書類提出

▶お知らせ
　・町ホームページへのバナー広告掲載も随
　　時募集中です。
　・広告掲載基準や申込方法などの詳細は、町
　　ホームページをご確認ください。

【お問合せ】町未来づくり課 広報担当
　　　　 　☎４２－６６９５

この記事のサイズは
２種です

保
育
士
就
職
・
再
就
職
支
援
研
修
会

●
日
時　

９
月
30
日
㈬　

13
時
～

●
会
場

　

伝
国
の
杜
置
賜
文
化
ホ
ー
ル（
米
沢
市
）

●
対
象　

保
育
士
と
し
て
就
職（
再
就
職
）

　

を
考
え
て
い
る
方

●
参
加
料　

無
料

●
内
容　

　

説
明
「
山
形
県
の
保
育
の
現
状
と
取
り

組
み
」、
講
演
「
こ
こ
10
年
の
保
育
の
移

り
変
わ
り
」、
事
例
報
告
、
保
育
の
お
仕

事
相
談
カ
フ
ェ
、
保
育
の
職
場
実
習
（
研

修
会
と
は
別
日
程
）

問
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
（
６
３
３
）
７
７
３
９



農
地
利
用
の
最
適
化
を
目
指
し
て

　

今
年
３
月
の
農
業
委
員
改
選
に

あ
た
り
、
再
度
会
長
に
指
名
い
た

だ
き
、
そ
の
重
責
を
改
め
て
感
じ

て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
は
、
日
頃

よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

現
在
、
我
が
国
の
農
業
を
取
り

巻
く
状
況
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
を
は
じ

め
と
す
る
国
際
的
な
協
定
等
が
相

次
い
で
発
効
さ
れ
て
お
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
一
層
深
化
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
集
中
豪
雨
等
に

よ
る
大
規
模
災
害
、
温
暖
化
に
よ

る
気
象
変
動
、
さ
ら
に
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
経
済
活
動
や
農

業
分
野
の
先
行
き
不
透
明
感
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、

農
業
・
農
村
の
持
続
的
発
展
、
食

料
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
い
く
う

農
業
委
員
会
だ
よ
り

　
　
　
　
（
第
66
号
）　
問
町
農
業
委
員
会
事
務
局　
☎
42
ー
６
６
０
５

　

今
回
は
、
農
業
用
ド
ロ
ー
ン
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
情
報
通
信
技
術（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）な
ど
を
活
用
し
た
新
た
な
農
業「
ス
マ
ー

ト
農
業
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
髙
橋
文
太
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
髙
橋

さ
ん
は
地
域
の
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
を
肌
で
感
じ
、
親
元

就
農
で
経
験
を
積
み
認
定
農
業
者
と
し
て
地
域
農
業
の
活
性
化
に
中
心

的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
期
待
の
担
い
手
で
す
。

ー
ド
ロ
ー
ン
導
入
の
理
由
は
？

　

元
々
両
親
と
地
上
防
除
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
体
力
的
に
作
業

が
大
変
に
な
っ
て
き
た
中
、
あ
る

メ
ー
カ
ー
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
南
東
北
で
唯
一
講

習
を
受
け
ら
れ
る
の
が
米
沢
市

だ
っ
た
た
め
免
許
だ
け
で
も
取
得

し
よ
う
と
受
講
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
は
良
い
と
直
感
し
、
平
成
30
年

に
導
入
し
ま
し
た
。

ー
現
在
の
散
布
面
積
は
？

　

水
田
17
ｈ
ａ
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
飼
料

用
稲
）
２
ｈ
ａ
、
大
豆
２
ｈ
ａ
に

散
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
13
ｈ

ａ
を
受
託
散
布
し
て
い
ま
す
。

ー
ド
ロ
ー
ン
は
無
人
ヘ
リ
と
比
べ

　

中
山
間
地
で
の
省
力
化
や
後
継

　

者
不
足
に
有
効
だ
と
言
わ
れ
ま

　

す
が
実
際
は
ど
う
で
す
か
？

　

１
回
の
飛
行
で
散
布
面
積
に
差

は
あ
り
ま
す
が
、
本
体
は
10
㎏
と

軽
く
、
小
回
り
が
利
く
の
で
圃
場

条
件
を
問
わ
ず
安
定
し
た
散
布
が

で
き
ま
す
。
音
も
静
か
で
早
朝
の

散
布
で
も
気
兼
ね
な
く
行
え
ま
す
。

ま
た
、
適
期
散
布
が
で
き
、
液
剤
、

粒
剤
と
使
い
分
け
る
こ
と
で
シ
ー

ズ
ン
通
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

ー
国
は
令
和
元
年
を
ス
マ
ー
ト
農

　

業
元
年
と
位
置
づ
け
、
ド
ロ
ー

　

ン
散
布
を
令
和
４
年
ま
で
に
現

　

在
の
３
万
ｈ
ａ
か
ら
１
０
０
万

　

ｈ
ａ
に
拡
大
予
定
で
す
が
、
ど

　

う
思
い
ま
す
か
？

　

ド
ロ
ー
ン
に
移
行
す
る
流
れ
に

な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
無
人

ヘ
リ
と
比
べ
格
段
に
安
価
で
購
入

し
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
た

だ
ネ
ッ
ク
は
維
持
費
（
保
険
料
や

年
次
点
検
で
約
20
万
円
）
が
か
か

る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
１
０
０
時

間
使
用
で
60
～
70
万
円
の
部
品
交

換
、
２
０
０
時
間
使
用
で
更
新
を

考
え
る
と
散
布
面
積
が
30
ｈ
ａ
以

上
必
要
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

免
許
は
メ
ー
カ
ー
毎
に
取
り
直
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ー
ス
マ
ー
ト
農
業
に
関
心
を
持
つ

　

農
業
者
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を

　

ド
ロ
ー
ン
は
高
性
能
で
安
全
性

が
高
く
、
作
業
速
度
や
散
布
量
な

ど
ス
マ
ホ
感
覚
で
設
定
で
き
、
誰

に
で
も
簡
単
に
操
作
で
き
ま
す
。

ま
た
、
自
動
飛
行
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ド
ロ
ー
ン
実
演
会
も
開

催
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
体
験

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 【
農
業
者
の
ご
紹
介
】　

　
　
　
　
　
髙
橋 

文
太 

さ
ん  

（
玉
庭
）

川西町農業委員会
会長　大沼  藤一（西大塚）

　

本
号
で
は
、
２
期
目
を
迎
え
た
町
農
業
委
員
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
や

農
業
委
員
会
の
業
務
、
地
域
で
活
躍
す
る
農
業
者
を
紹
介
し
ま
す
。

農
地
の
売
渡
し
や
貸
付
け
の
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す

　

農
地
を
売
り
た
い
、
貸
し
た
い

場
合
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
（
以
下
、
推
進
委
員
）
へ
ご
相

談
を
。
左
表
の
担
当
委
員
が
相
手

を
探
し
、
売
買
価
格
や
賃
借
料
を

調
整
し
ま
す
。

●
あ
っ
せ
ん
期
間　

令
和
２
年
８

　

月
１
日
～
令
和
３
年
４
月
20
日

手続①　申出書を提出

　あっせんを希望する方は、事前に担当地区の推
進委員へ相談し、「あっせん申出書」を農業委員
会に提出します。毎月２０日〆切です。

手続②　あっせん活動

　推進委員があっせん活動を行い、農地あっせん
調整会議（申出書提出の翌月）にて調整します。

手続③　農業委員会総会で審議

　毎月２５日開催の農業委員会総会で審議を行い
ます。そこで決定した場合、申出書提出の翌々月
１日告示となります。

メ
リ
ッ
ト

①
農
地
を
売
っ
た
場
合
は
、
譲
渡

　

所
得
税
の
特
別
控
除
や
登
録
免

　

許
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

②
所
有
権
移
転
登
記
は
農
業
委
員

　

会
が
行
い
ま
す
。

あっせんの流れ

え
で
、
農
業
の
担
い
手
の
確
保
・

育
成
、
農
地
の
集
積
・
集
約
の
推

進
な
ど
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
昨
年
か
ら
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け
、
プ
ラ

ン
毎
に
将
来
の
農
地
利
用
の
あ
り

方
等
集
落
で
の
話
し
合
い
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
農

地
利
用
の
最
適
化
に
繋
が
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
精
一
杯
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

地区 担当地域 担当委員

小松

南区全域
竹田　一弘

西区全域
北区全域

渡部　泰徳
中小松全域

大塚
西大塚全域 齊藤　修一

大字大塚全域
平田　壽和

東大塚全域

犬川

下小松全域
荒井　　浩

大字小松全域

渡部　正広高豆 全域
黒川全域

中郡

堀金全域
齋藤　好三

莅全域
時田全域 遠藤　義則

下奥田全域 齋藤　幸雄
高山全域 竹田　総一

玉庭

上和合

新野庄右エ門
御伊勢町

中程
柏ノ木西

酒町・松尾
須貝　寿裕

朴沢全域

東沢
大舟全域

後藤　昌弘
上奥田全域

吉島

洲島全域 内山雄次郎
吉田全域 髙梨　裕晃

尾長島全域
小形　泰弘

下平柳全域

※農業委員も相談に応じます。

●
加
入
要
件

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

②
国
民
年
金
の
１
号
被
保
険
者　

　
（
免
除
者
除
く
）

③
農
業
に
年
間
60
日
以
上
従
事
し

　

て
い
る
方

※
通
常
加
入
の
場
合
、
農
地
所
有

　

者
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
６
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
積
立
て
方
式
で
安
心
し
た
財
政

　

運
営
で
す
。

②
加
入
・
脱
退
も
自
由
で
す
。

③
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控

　

除
さ
れ
ま
す
。

④
保
険
料
は
自
由
に
選
択
で
き
ま
す
。

　
（
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円
）

⑤
農
業
の
担
い
手
に
は
手
厚
い
国

　

庫
補
助
が
あ
り
ま
す
。

⑥
80
歳
ま
で
保
証
が
つ
い
た
終
身

　

年
金
で
す
。

老後の生活をサポートする
　農業者年金に
　　加入しましょう！

農
業
委
員
会
の
必
須
業
務

　

農
業
委
員
会
で
は

①
農
地
の
利
用
状
況
の
確
認

②
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
発
生

　

防
止
・
解
消

③
違
反
転
用
の
発
生
防
止
・
早
期

　

発
見

を
目
的
に
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
て
い
ま

す
。（
農
地
法
第
30
条
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す

調
査
期
間
は
８
月

　

調
査
期
間
は
８
月
中
で
す
。
調

査
方
法
は
地
区
の
農
業
委
員
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
及
び
事

務
局
職
員
が
町
内
の
農
地
を
見
回

り
、
耕
作
状
況
な
ど
を
確
認
し
な

が
ら
「
遊
休
農
地
（
荒
廃
農
地
）」

の
判
断
を
し
ま
す
。

　
　

各
農
地
へ
立
ち
入
る
こ
と

　

や
、
所
有
者
に
お
話
を
伺
う

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

　

ま
す
。

農業委員会だより　第６６号

▲農業用ドローンを操作し、散
　布作業をする髙橋さん

町報かわにし　2021　町報かわにし 令和2年8月15日 令和2年8月15日



22 ページの内容に関する問い合わせ先　町健康子育て課　☎４２－６６４０

玄米ダンベル体操のつどい
　体力 UP、ダイエット、介護予防にオススメ！
　▶日　時：９月１４日㈪　10：00 ～ 10：30
　▶場　所：町生きがい交流館
　▶内　容：ＤＶＤを見ながらマスク着用で
　　　　　　「玄米ダンベルニギニギ体操」
　▶参加料：無料
　▶持ち物：玄米ダンベル、飲み物、内ズック

健　康健　康

適正受診を心がけましょう
　休日・夜間に開いている救急医療機関は、
緊急性の高い患者さんを受け入れるためのも
のです。また、時間外診療や休日・夜間の受
診は割増料金となり、医療費の増加につなが
ります。救急の場合を除
き、平日の時間内に受診
しましょう。

南陽東置賜休日診療所

▶住　　所：南陽市椚塚４２０－７
▶電　　話：４０－３４５６
▶診 療 日：日曜日・祝祭日
▶時　　間：　８：４５～１１：４５
　　　　　　１３：００～１６：３０
▶診療科目：主に内科、小児科

献　血
　400ml のみの受付となります。
　▶日　時：９月１１日㈮　9：30 ～ 11：30
　▶場　所：町中央公民館
　▶対　象：（男性）17 ～ 69 歳 
　　　　　　（女性）18 ～ 69 歳
　　※ 65 歳以上は要件有
　▶持ち物：献血カード

パークゴルフ場ぐるりウォーク +10
　

今より 10 分多く体を動かして、健康づくり！
　▶日　時：９月２日㈬　６：３０～７：００
　▶場　所：川西ダリヤパークゴルフ場
　▶内　容：体操と外周１Km ウォーキング
　▶参加費：無料
　▶その他：２回参加毎に浴浴センターまどか
　　　　　　入浴券１枚贈呈

期日 担当歯科医院 電話番号

8/15 鈴木歯科医院（長井） 0238-84-6616

8/16 安川歯科クリニック（川西） 54-0210

8/23 りんせんじ歯科（米沢） 21-6487

8/30 板垣歯科クリニック（南陽） 50-3348

9/6 やまざき歯科医院（米沢） 21-6480

9/13 加藤歯科医院（小国） 0238-62-2678

歯科休日当番医

▶診療時間：９：００～１５：００
※電話でお問い合わせのうえ、受診してください。

町報かわにし　2223　町報かわにし 令和2年8月15日 令和2年8月15日

福祉と介護福祉と介護

包

括

だ

よ

り

高
齢
者
虐
待
を
な
く
す
た
め
に

　

全
国
的
に
親
な
ど
身
近
な
高
齢
者
へ
の

虐
待
が
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
度
の

虐
待
認
定
件
数
は
全
国
で
１
７
２
４
９
件
、

県
内
で
は
１
４
６
件
で
す
。
虐
待
を
行
っ

て
い
る
方
に
自
覚
が
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
が
起
こ
る
背
景
と
予
防
策
を
知
り
、

虐
待
の
な
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

や
め
ま
し
ょ
う
！
こ
れ
は
虐
待
で
す

●
叩
く
、
蹴
る

●
怒
鳴
る
、
馬
鹿
に
す
る
、
無
視
す
る

●
年
金
を
勝
手
に
使
う

●
身
の
回
り
の
世
話
を
し
な
い
、
介
護
保

　

険
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
さ
せ
な
い

問
町
福
祉
介
護
課 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

☎
（
４
２
）
６
６
３
８

虐
待
の
背
景
に
あ
る
問
題
と
は

　家族介護教室
を開催します　

虐待される側 虐待してしまう側

●高齢である
　（女性の方が多い）
●介護が必要
●認知症がある
●介護状態が長期間続い
　ている

●介護負担が重く、ス
　トレスが多い
●障がい・病気を抱え
　ている
●介護の知識や情報の
　不足
●孤立している

その他：過去の家族関係・人間関係、生活困窮

虐
待
の
予
防
策

●
認
知
症
な
ど
病
気
に
関
す
る
理
解
を
深

　

め
、
適
切
な
関
わ
り
方
を
身
に
付
け
る

●
家
族
の
介
護
負
担
軽
減
の
た
め
、
様
々

　

な
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
上

　

手
に
活
用
し
、
と
き
に
は
気
分
転
換
を

●
高
齢
者
や
そ
の
家
族
が
孤
立
し
な
い
よ

　

う
、
地
域
で
見
守
り
や
声
が
け
を
し
、

　

相
談
し
合
え
る
関
係
を
つ
く
る

●
相
談
機
関
を
活
用
す
る

も
し
も
虐
待
に
気
づ
い
た
ら

　

す
ぐ
に
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
だ
い
た

方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
や
介
護
の
相
談
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

●日　時：９月４日㈮
　　　　　１３：３０～１５：００
●会　場：町生きがい交流館 
●参加費：無料
●内　容：「衛生用品の正しい選び方、使い方」
　　　　　講師　株式会社サン十字
●対　象：家族を介護している方や、介護に関
　　　　　心のある方ならどなたでも参加いた
　　　　　だけます。
●申　込：８月３１日㈪までお電話にてご連絡
　　　　　ください。
問町社会福祉協議会　☎４６ー３０４０

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
の
協
力
店
が
増
え
ま
し
た

●
特
典
内
容　

ド
リ
ン
ク
１
杯
サ
ー
ビ
ス 

●
店
長
さ
ん
よ
り

　

季
節
の
旬
の
魚
や
珍
し
い
魚
を
中
心
に

料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
日
本
酒
、
焼

酎
な
ど
の
品
揃
え
は
豊
富
。
気
軽
に
飲
め

る
店
で
す
。

●
特
典
内
容

　

１
０
０
円
ク
ー
ポ
ン
券
進
呈 

●
店
長
さ
ん
よ
り

　

ペ
ッ
ト
同
伴
可
テ
ラ
ス
席
あ
り
ま
す

（
９
月
末
頃
ま
で
利
用
可
）。
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

味だより 参田

茂木食堂

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

マ
ス
ク
の
着
用
に
よ
り
、
熱
中
症
の
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
残
暑
が
続
き
ま
す

の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ス
ク
を
着
け
る
と
皮
膚
か
ら
の
熱
が

逃
げ
に
く
く
な
っ
た
り
、
気
付
か
な
い
う

ち
に
脱
水
に
な
る
な
ど
、
体
調
管
理
が
し

づ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
暑
さ
を
避

け
、水
分
を
摂
る
な
ど
の
「
熱
中
症
予
防
」

と
、
マ
ス
ク
・
換
気
な
ど
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
の
「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
両
立
さ

せ
ま
し
ょ
う
。



内容内容 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 その他その他

ママパパ教室 R2.12.1 ～ R3.3.31 に出産予定の方 9/8 ㈫ 13：15 ～ 13：30
講話：妊娠中の食事について
体験：パパの妊婦体験
申込：9/1 まで

ママ＆ベビー
リフレッシュ教室

2 か月～ひとり歩きする前のお子さ
んとお母さん 9/11 ㈮ 10：00 開始

※開始時間５分前集合

内容：親子で楽しく運動
申込：8/11 から受付開始
　　  （定員 10 名）

９・１０か月児健康教室 R1.11.1 ～ 12.31 生 9/23 ㈬ 対象者に個別に通知

ぴかぴか歯っぴい教室
① H29.9、H30.3、

H30.9、R1.7 生
②ママ・パパになる方

9/24 ㈭
① 13：15 ～ 14：00

※受付時間は通知します
② 13：50 ～ 14：00

歯科健診やフッ素塗布
（希望者 500 円）

１歳６か月児健康診査 H30.11.21 ～ H31.3.15 生 9/25 ㈮ 対象者に個別に通知

● 健康子育て課からのお知らせ

イベントイベント 場所場所 期日期日 時間時間 内容内容

ルンルン子育て広場 子育て支援センター
8/26 ㈬

9：30 ～ 11：30

ハンカチであそぼう
（持ち物：ハンカチ）

9/11 ㈮ 子育て応援講座
楽しいリトミック②

● 子育て支援センター『こあら』からのお知らせ

問町健康子育て課　☎４２－６６４０

問町子育て支援センター　☎４４－２８２２

▶会場：生きがい交流館（上小松）

　【子育て支援医療証を郵送します】　　問町住民生活課　☎４２－２１１４
　　今月の対象者は 8/2 ～ 9/1 生まれの 1 歳児～小学 6 年生、郵送は 8/21 ㈮を予定しています。

イベントイベント 対象対象 期日期日 時間時間 内容内容

こあらっこ広場 妊婦さん、お子さんとお母さん 9/16 ㈬ 10：00 ～ 11：30 交流・情報交換、身体測定
育児相談

▶会場：子育て支援センター（吉田）

子育て子育て

場所場所 期日期日 時間時間 お問合せお問合せ
美郷幼稚園 9/1 ㈫

10：00 ～ 11：00
☎４２－４３１６

北斗幼稚園 9/3 ㈭ ☎４２－４８０８

● 町立幼稚園の開放

遊び道具を貸し出します！
　１世帯につき遊び道具１つ、申込があった順に１
週間無償で貸し出します。
●対象 ：町内の小学生
●内容：トランポリン、けん玉、どこでも卓球セット、
　ホッピング、竹馬、やわらか素材ボーリングセット
※すべて室内用で、アルコール消毒後のお渡し。

●申込方法：①希望の遊び道具②住所③保護者氏名
　④電話番号⑤お子さんの学年を、メールでお知ら
　せください。（電話では受け付けておりません）
●申込先
　川西町こども食堂なかよしキッチン 代表 佐藤
　メールアドレス　sato.310@yahoo.ne.jp

川西町こども食堂なかよしキッチン

町報かわにし　2425　町報かわにし 令和2年8月15日 令和2年8月15日



町報かわにし　2627　町報かわにし 令和2年8月15日 令和2年8月15日

【おめでとう そして ありがとう】は、７月に
掲載の申し込みがあった方のみ掲載していま
す。氏名は、申込書のとおり掲載しています
ので、戸籍や住民基本台帳の表記と異なる場
合があります。

… ７月受付分 …

氏名 年齢（満） 大字

平間　君子 81 下奥田
島貫　トヨ 89 洲　島
新野　　實 87 玉　庭
江本　静江 88 吉　田
我妻シゲ子 89 洲　島
佐藤おのぶ 91 小　松
大河原健一 84 小　松
遠藤　道行 80 尾長島
奥村　しげ 91 高豆
金子　富次 93 上小松
齋藤富美雄 67 下奥田
奥田フデ子 94 洲　島

新郎　　　　　　　新婦 大字

佐々木将則 ♥ 佐藤麻衣子 高　山

齋藤　祐平 ♥ 稲田いつみ 大　塚

氏名 性別 保護者 大字

黒澤　汰
た い き

基 男 誠基 ・ 麻子 洲　島

遠藤　風
ふ う か

香 女 渡 ・ 香菜 東大塚

田制枇
ひ な の

凪乃 女 成三 ・千栄美 大　塚

佐々木颯
そ う や

也 男 典寛 ・ 愛 上奥田

おめでとう そして ありがとうありがとう

ようこそ赤ちゃん　４名

ご結婚おめでとう　２組

ご冥福を祈ります

編
　
後

　
集
　
記

　

今
年
８
月
は
東
京
五
輪
に
世
界
中
が

沸
き
、
か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
や
地
域
の

祭
礼
な
ど
で
町
内
が
賑
わ
う
は
ず
で
し

た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
そ
れ
ぞ

れ
延
期
や
中
止
と
な
っ
た
少
し
寂
し
い

夏
で
す
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
生
活
に
少

し
ず
つ
慣
れ
て
き
た
矢
先
、
７
月
28
日

の
大
雨
。
２
０
２
０
年
は
な
か
な
か
一

筋
縄
で
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。
開
園
60

周
年
を
迎
え
た
川
西
ダ
リ
ヤ
園
が
８
月

１
日
に
オ
ー
プ
ン
。
初
め
て
オ
ー
プ
ン

日
に
訪
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
と
し

て
は
咲
い
て
い
る
花
の
種
類
・
数
が
例

年
よ
り
多
く
、見
応
え
が
あ
り
ま
し
た
。

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
！
《
悠
》

川西町の人口

１４, ８２６人（－１１）

　男　　７，２６２　人（－６）

　女　　７，５６４　人（－５）

世帯数　５，０７２世帯（＋３）

※７月末日現在の住民基本台帳人口

―　今月の表紙　―

　小松保育所の幼児たちが水遊び
を楽しむ様子です。今年はコロナ
の影響でプール遊びができない中、
ペットボトルやおもちゃなど思い
思いの道具で水と戯れていました。
この日は連日続いた猛暑とは打っ
て変わって曇り。「気持ちいい！
けど少し寒い！」と話しながら遊
んでいた子どもたちでした。

置賜農業高校の生徒たちの活動を
紹介するコーナーです。
問置賜農業高校　☎ 42 － 2101ハッシュタグ

おき のう

を設置させていただきました。花はジニアという品種で、霜が
降りる頃まで花を楽しむことができます。ぜひご覧ください！

川 西 花 い っ ぱ い プ ロ ジ ェ ク ト ２ ０ ２ ０
　置賜農業高校の園芸福祉科では、ダリアやシクラメンなどの
花き栽培、保育や介護などの福祉について学習しています。
　この学習を活かして、日頃お世話になっている町のみなさん
に花を見て心を癒し元気になっていただきたいという思いで

「川西花いっぱいプロジェクト」に取り組んでいます。
　今年は役場や駅など町内２０箇所に合計８０基のプランター 　　　　

  

　

■ 

協
力
隊
も
半
ば
を
過
ぎ
て

川西町地域おこし協力隊
　電　話：０２３８－４２－６６１３
　メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp
　Ｆ　Ｂ：右のＱＲコードから

　

早
い
も
の
で
協
力
隊
と
し
て

着
任
し
て
か
ら
約
1
年
半
が
経

ち
、
退
任
ま
で
折
り
返
し
地
点

と
な
り
ま
し
た
。

　

派
遣
活
動
で
は
、
東
沢
地
区

に
て
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
教

室
を
開
催
し
た
り
、
玉
庭
地
区

交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
制
作
の
依
頼
を
い
た
だ
い
た

り
、
前
職
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
制

作
の
ス
キ
ル
を
生
か
し
た
活
動

を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
大
き
な
出
来
事
と
し

て
は
、町
の
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

を
利
用
し
、
物
件
を
購
入
し
ま

し
た
！
自
主
活
動
と
し
て
、
民

泊
事
業
の
取
り
組
み
を
掲
げ
て

き
ま
し
た
が
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

兼
住
宅
と
し
て
自
分
の
場
所
を

持
つ
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ば
か

り
は
ご
縁
だ
な
と
、
し
み
じ
み

と
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

大
正
13
年
築
の
古
い
お
家
な
の

で
修
繕
箇
所
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
自
分
で
畳
を
剥
が
し

た
り
壁
を
抜
い
た
り
と
、
退
任

後
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
開
業
に
向

け
奮
闘
中
で
す
！

　

ま
た
、
町
の
協
力
隊
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
で
は
、
現
隊
員
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
活
動
紹
介
を

載
せ
て
い
ま
す
。
今
後
は
定
住

し
た
協
力
隊
О
Ｂ
・
О
Ｇ
の
現

在
の
様
子
も
投
稿
予
定
で
す
、

お
楽
し
み
に
♪

鈴
木
ま
ど
か 　
（
川
西
町
出
身
・
小
松
地
区
在
住
）

ははじじめめててのバースデー 　　

さとう れお くん

令 和 元 年
８ 月 誕 生

　はじめての誕生日がやってきた赤ちゃんを紹介するコーナーです。町が行う９・
10 か月児健康教室に参加されたお子さんを広報担当が撮影し、誕生月に発行する
町報かわにしにお名前とともに掲載します。

ひらま えいな ちゃん

たむら あやと くん とやま りん くんさとう れいや くん



発
行

／
川

西
町

　
編

集
／

未
来

づ
く

り
課

 広
報

統
計

グ
ル

ー
プ

〒
999-0193　

山
形

県
東

置
賜

郡
川

西
町

大
字

上
小

松
1567

電
　

話
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メ
ー
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刷

川西町
ホームページ

⇣

川西町
フェイスブック

⇣

しょこる～む

ねこ駅長しょこらの

　７月２３日の誕生日プレゼントでい
ただいた派手なサングラスを身に着け、
ハイテンションで夏らしい見た目と
なった羽前小松駅のねこ駅長でした。

川西町の広報紙「町報かわにし」が
スマートフォンやタブレットで読む
ことができるアプリです！

⇢

youth voice
ワカモノの声

やりがいのある介護の仕事
　高齢化が進む地域の役に立ちたいという思いで、介護の仕事を始めて１０年くらいになります。
現在、南陽市のデイサービス事業所で介護士として働いています。利用者の方に「いつもありが
とう」と声をかけていただけるとうれしく感じます。また、利用者の家族やケアマネと関わり合
いながら、お年寄りをサポートする仕事にやりがいを感じています。
子育てしやすい町
　料理が好きで、時間があるときは家族のリクエストに応えて、腕を振るっています。炊飯器を
使ってケーキ作りをしたりもします。近所の方から野菜をもらうことが多く、地域の結びつきが
強いと感じます。今の時期は夏野菜料理のレパートリーを増やしたいと考えています。
　結婚を機に川西町に移りましたが、自然が豊かそして緑がきれいで、子供を遊ばせるのに適し
た環境だと感じています。一方、子育て世代が気軽に集える場所やイベントがもっとあればぜひ
参加したいです。

小池　なつ子　さん

（30 歳・尾長島）

町
報

か
わ

に
し

　
№

１
１

９
５

　
　

　
令

和
２

年
８

月
１

５
日

　
  　

　


